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会 場

Measurement of electroencephalography and electrocorticography 

while listening to conspecific vocalizations in common marmosets

申込方法

小型霊長類コモンマーモセットにおける
同属他個体の鳴き声を聴いている間の脳波計測

音声コミュニケーションは、霊長類の社会的相互作用、とくに生存や社会集団の形成や
維持において重要な役割を果たしている。その中でもヒトは、言語としてユニークで高
度な音声コミュニケーションを発達させてきた。ヒトにおける音声処理の神経ネット
ワークがどのように進化してきたかを理解するためには、ヒトだけでなく音声コミュニ
ケーションの豊かなヒト以外の霊長類の音声知覚の神経メカニズムを調べることが必要
である。
我々はブラジル原産の多様な音声レパートリーを持つ小型霊長類であるコモンマーモ
セット（Callithrix jacchus）を対象とし、他個体が発する種特異的な鳴き声に対する神

経応答の特徴を明らかにする研究に取り組んでいる。マーモセットは近年、疾患モデル
としての利用が広まってきており、脳機能や行動様式が比較的ヒトに近いために精神・
神経疾患モデルとしての有用性も期待されている。マーモセットでは集団内での音声コ
ミュニケーションが盛んであり、自発的な発声や他個体の音声知覚が疾患モデルではど
のように変化するのか、社会的コミュニケーション機能を評価するツールとして注目を
している。
これまで、10頭のマーモセットの頭皮上にヒトの脳波計測と同じく非侵襲的な方法
（Itoh et al., 2022, Konoike et al., 2022）で電極を設置し、数種類の種特異的な発声を
聴いている間の脳活動を記録した。また、4頭のマーモセットには聴覚野または前頭前
野の硬膜上にマルチチャンネルのシート電極を設置し、脳活動を記録した。本セミナー
では、これらの脳波計測実験を通して、マーモセットにおける種特異的な音声知覚にお
ける頭皮上脳波と皮質脳波で得られる信号の違いや、被験体の年齢による神経活動の差、
周波数による神経表現の違いについてご紹介し、今後の展望と合わせて皆様と情報交換
をしたいと考えている。
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